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１．事業
じぎょう

の概要
がいよう

 

（１）日中
にっちゅう

一時
いち じ

支援
しえ ん

とは 

  日中
にっちゅう

一時
いち じ

支援
しえ ん

事業
じぎょう

は、障
しょう

がいのある方
かた

の日中
にっちゅう

における活動
かつどう

の場
ば

を確保
かく ほ

し、

創作的
そうさくてき

活動
かつどう

等
とう

の機会
きか い

の提供
ていきょう

や日常的
にちじょうてき

に介護
かい ご

を行って
おこな   

いる家族
かぞ く

の一時的
いちじてき

な

休息
きゅうそく

を目的
もくてき

に行 う
おこな   

事業
じぎょう

です。 

 

（２）利用
りよ う

対象者
たいしょうしゃ

 

  日中
にっちゅう

一時
いち じ

支援
しえ ん

事業
じぎょう

を利用
りよ う

できるのは、静岡
しずおか

市内
しな い

に住所
じゅうしょ

を有し
ゆう  

、以下
い か

のい

ずれかに該当
がいとう

する方
かた

です。 

①身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

をお持ち
 も  

の方
かた

 

②療育
りょういく

手帳
てちょう

をお持ち
 も  

の方
かた

、又
また

は医師
い し

の診断書
しんだんしょ

により同等
どうとう

の障害
しょうがい

を有する
ゆう    

と

認められる
みと        

方
かた

 

 

（３）事業
じぎょう

内容
ないよう

 

  本体
ほんたい

施設
しせ つ

における居室
きょしつ

や人員
じんいん

の空
くう

床
しょう

部分
ぶぶ ん

を活用
かつよう

し、創作的
そうさくてき

活動
かつどう

等
とう

の機会
きか い

の

提供
ていきょう

や一時的
いちじてき

な預かり
あず    

を行います
おこな      

。 
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※ここでいう「本体
ほんたい

施設
しせ つ

」とは 

①障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

に定める
さだ    

障害
しょうがい

福祉
ふく し

サービスのうち、生活
せいかつ

介護
かい ご

、療養
りょうよう

介護
かい ご

、

自立
じり つ

訓練
くんれん

、就労
しゅうろう

移行
いこ う

支援
しえ ん

、就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえ ん

を提供
ていきょう

する事業所
じぎょうしょ

 

②児童
じど う

福祉法
ふくしほう

に定める
さだ    

児童
じど う

発達
はったつ

支援
しえ ん

、医療型
いりょうがた

児童
じど う

発達
はったつ

支援
しえ ん

、放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサー

ビスを提供
ていきょう

する事業所
じぎょうしょ

 

③静岡市
しずおかし

地域
ちい き

活動
かつどう

支援
しえ ん

センター事業
じぎょう

補助
ほじ ょ

金
きん

の交付
こう ふ

を受けて
う   

いる事業所
じぎょうしょ

 

を指します
さ      

。 

※日中
にっちゅう

一時
いち じ

支援
しえ ん

事業
じぎょう

は同一
どういつ

事業所
じぎょうしょ

における本体
ほんたい

事業
じぎょう

において実施
じっ し

する支援
しえ ん

内容
ないよう

を補てん
ほ   

するものではありません（→9ページをご参照
さんしょう

ください）。 

 

 

 

（４）支給
しきゅう

決定量
けっていりょう

 

 ひと月
つき

あたり10
と お

日
か

以内
いな い

で必要
ひつよう

であると認める
みと    

日数
にっすう

を支給
しきゅう

します。 

 ただし、緊急
きんきゅう

の場合
ばあ い

その他
  た

やむを得ない
   え   

と認める
み と   

場合
ばあ い

は、この限り
かぎ  

ではあり

ません。 
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２．日中
にっちゅう

一時
いちじ

支援
しえん

事業
じぎょう

を利用
りよう

するには・・・ 

 日中
にっちゅう

一時
いち じ

支援
しえ ん

事業
じぎょう

を利用
りよ う

するためには、事前
じぜ ん

に手続き
て つ づ  

が必要
ひつよう

となります。 

 なお、すでに別
べつ

のサービスを利用
りよ う

されている場合
ばあ い

であっても、日中
にっちゅう

一時
いち じ

支援
しえ ん

事業
じぎょう

を利用
りよ う

する場合
ばあ い

には、下記
か き

のような手続き
て つ づ  

を行います
おこな     

。 

 

  
① 相談

そうだん

・申請
しんせい

 
 

まずは、お住まい
 す   

の区
く

の区
く

役所
やくしょ

へご相
  そう

談
だん

ください。 

日中
にっちゅう

一時
いち じ

支援
しえ ん

事業
じぎょう

が必要
ひつよう

となった場合
ばあ い

は、利用
りよ う

の申請
しんせい

を行って
おこな    

ください。 

② 調査
ちょうさ

 
 

市
し

の調査員
ちょうさいん

がご本人
 ほんにん

や保護者
ほ ご し ゃ

の方
かた

と面接
めんせつ

を行い
おこな 

、障
しょう

がいの状 況
じょうきょう

や身
み

の

回り
まわ  

の環境
かんきょう

などについて調査
ちょうさ

をします。 

③ 決定
けってい

・通知
つうち

 
 

調査
ちょうさ

をもとに、利用
りよ う

できる日数
にっすう

や利用者
りようしゃ

負担
ふた ん

上限
じょうげん

月額
げつがく

が決定
けってい

され、「決定
けってい

通知書兼
つうちしょけん

利用者証
りようしゃしょう

」が交付
こう ふ

されます。 

④ 日中
にっちゅう

一時
いちじ

支援
しえん

事業
じぎょう

の利用
りよう

開始
かいし

 
 

「決定
けってい

通知書兼
つうちしょけん

利用者証
りようしゃしょう

」を日中
にっちゅう

一時
いち じ

支援
しえ ん

登録事
とうろくじ

業者
ぎょうしゃ

に提示
てい じ

して、日中
にっちゅう

一時
いち じ

支援
しえ ん

事業
じぎょう

を利用
りよ う

します。利用
りよ う

の際
さい

に利用者
りようしゃ

負担
ふた ん

（原則
げんそく

１割
 わ り

）を支払います
しはら      

。 

※利用者
りようしゃ

負担
ふた ん

については７ページをご参照
  さんしょう

ください。 
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①申請
しんせい

に必要
ひつよう

となる書類
しょるい

 

 申請
しんせい

には、次
つぎ

のような書類
しょるい

が必要
ひつよう

となります。 

 

 

 

 

なお、申請
しんせい

された内容
ないよう

により、市民税課
しみ ん ぜ い か

税額
ぜいがく

のわかる証明書
しょうめいしょ

、サービス等
とう

利用
りよ う

計画
けいかく

の提出
ていしゅつ

をお願い
 ね が  

することがあります。 

 

②申請
しんせい

から決定
けってい

までの期間
きかん

 

 決定
けってい

にあたり、本人
ほんにん

の障
しょう

がいの程度
てい ど

や身
み

の回り
まわ  

の状 況
じょうきょう

について市
し

の調査員
ちょうさいん

が調査
ちょうさ

を行います
おこな      

。そのため、約
やく

２週間
しゅうかん

から１ヶ月
  かげつ

程度
てい ど

の期間
きか ん

が必要
ひつよう

となり

ます。 

 

③自力
じりき

での申請
しんせい

が困難
こんなん

な方
かた

へ 

 自力
じり き

での申請
しんせい

が困難
こんなん

な方
かた

は、保護者
ほ ご し ゃ

や親族
しんぞく

の方
かた

など代理
だい り

の方
かた

による申請
しんせい

が

可能
かの う

です。 

 また、身近に
み じ か  

申請
しんせい

を代行
だいこう

する方
かた

がいない場合
ばあ い

は、電話
でん わ

などであらかじめご相
  そう

談
だん

いただくことにより、個別
こべ つ

に対応
たいおう

いたします。 

 

 

 

 

○地域
ちい き

生活
せいかつ

支援
しえ ん

事業
じぎょう

利用費
り よ う ひ

等
とう

助成
じょせい

申請書
しんせいしょ

 

                     １枚
  まい

の書類
しょるい

となっています。 

○世帯
せた い

状 況
じょうきょう

・収 入
しゅうにゅう

申告書
しんこくしょ
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３．決定
けってい

通知書兼
つうちしょけん

利用者証
りようしゃしょう

について 

  日中
にっちゅう

一時
いち じ

支援
しえ ん

事業
じぎょう

の利用
りよ う

には、市
し

が交付
こう ふ

する「日中
にっちゅう

一時
いち じ

支援費
し え ん ひ

助成
じょせい

決定
けってい

通知書兼
つうちしょけん

利用者証
りようしゃしょう

」が必要
ひつよう

となります。 

 

 

 

 

様式第４号の２（第７条・第８条関係）  
日中一時支援利用費助成決定通知書 

第○○○号  
平成○年○月○日                   様 
静岡市長 印  

次のとおり決定したので通知します。 
受給者番号 ４０００００００１ 利用障害者（児）氏名 

（生年月日） 静岡 花子 
（平成○年○月○日生） 

助成決定日 
平成○年○月○日 （児童の場合）保護者

氏名 静岡 太郎 
助成決定内容 

１０ 日／月 医療機関の利用  
利用者負担上限月額 ４，６００円 食事提供加算 ■あり □なし 
決定有効期間     平成○年○月○日 から 平成○年○月○日 まで 
利用者負担上限 
額管理事業所名 静岡市障害者○○日中一時支援事業所            （ ○年○月○日届出） 

（    年 月 日変更）       （   年 月 日変更）    
備   考   

（注）   １ 助成の決定を受けた方は、この通知書を日中一時支援サービス提供事業所に提示し、利用してく
ださい。   ２ 日中一時支援サービス提供事業所は、この通知書の提示を受けたときは、別紙日中一時支援事業
者実績記入欄に利用実績を記載してください。 

見本 

ア 

ウ 

イ 

エ 

オ 

キ 

カ 
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「日中
にっちゅう

一時
いち じ

支援費
し え ん ひ

助成
じょせい

決定
けってい

通知書兼
つうちしょけん

利用者証
りようしゃしょう

」には、次
つぎ

のような項目
こうもく

が記載
きさ い

されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 利用
りよ う

障害者
しょうがいしゃ

（児
じ

）氏名
しめ い

・生年
せいねん

月日
がっ ぴ

 

  日中
にっちゅう

一時
いち じ

支援
しえ ん

事業
じぎょう

を利用
りよ う

することができる方
かた

の氏名
しめ い

と生年
せいねん

月日
がっ ぴ

が記載
きさ い

されます。 

 

イ 助成
じょせい

決定
けってい

内容
ないよう

 

  ひと月
   つき

ごとに利用
りよ う

できる日数
にっすう

が記載
きさ い

されています。 

 

ウ 医療
いりょう

機関
きか ん

の利用
りよ う

 

  療養
りょうよう

介護
かい ご

対象者
たいしょうしゃ

、重度
じゅうど

心身
しんしん

障害児
しょうがいじ

等
とう

に該当
がいとう

する場合
ばあ い

に所定
しょてい

の

内容
ないよう

が記載
きさ い

されます。 

 

エ 利用者
りようしゃ

負担
ふた ん

上限
じょうげん

月額
げつがく

 

  ひと月
   つき

あたりの利用者
りようしゃ

負担
ふた ん

の上限
じょうげん

額
がく

が記載
きさ い

されています。 

 

オ 食事
しょくじ

提供
ていきょう

加算
かさ ん

 

  日中
にっちゅう

一時
いち じ

支援
しえ ん

事業
じぎょう

を利用
りよ う

する方
かた

、もしくは保護者
ほ ご し ゃ

の方
ほう

の収 入
しゅうにゅう

状 況
じょうきょう

に応じて
おう    

加算
かさ ん

対象者
たいしょうしゃ

であるかどうかが記載
きさ い

されます。 

 

カ 決定
けってい

有効
ゆうこう

期間
きか ん

 

  日中
にっちゅう

一時
いち じ

支援
しえ ん

事業
じぎょう

を利用
りよ う

することのできる期間
きか ん

が記載
きさ い

されてい

ます。 

 

キ 利用者
りようしゃ

負担
ふた ん

上限
じょうげん

額
がく

管理
かん り

事業所名
じぎょうしょめい

 

  利用者
りようしゃ

負担
ふた ん

の上限
じょうげん

額
がく

管理
かん り

が必要
ひつよう

な方
かた

の場合
ばあ い

、この欄
らん

に上限
じょうげん

額
がく

管理
かん り

を行う
おこな  

事
じ

業者
ぎょうしゃ

の名称
めいしょう

が記載
きさ い

されます。 
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４．利用者
りようしゃ

負担
ふたん

 

 日中
にっちゅう

一時
いち じ

支援
しえ ん

事業
じぎょう

を利用
りよ う

した場合
ばあ い

、利用
りよ う

した日数
にっすう

に応じて
おう    

、事
じ

業者
ぎょうしゃ

へ日中
にっちゅう

一時
いち じ

支援費
し え ん ひ

をお支払い
 し は ら  

ください。 

 費用
ひよ う

の対象
たいしょう

となるのは、利用者
りようしゃ

に対して
たい    

事
じ

業者
ぎょうしゃ

が行った
おこな   

支援
しえ ん

内容
ないよう

で、その

費用
ひよ う

のうち、市
し

が９割
  わり

を負担
ふた ん

し、残り
のこ り

の１割
  わり

を利用者
りようしゃ

が負担
ふた ん

します。 

 ただし、利用者
りようしゃ

の負担
ふた ん

軽減
けいげん

を図る
はか  

観点
かんてん

から、サービス利用
りよ う

に伴って
ともな   

利用者
りようしゃ

が

支払う
しはら   

ひと月
   つき

当たり
あ   

の限度
げん ど

額
がく

を設けて
もう    

います。これを「利用者
りようしゃ

負担
ふた ん

上限
じょうげん

月額
げつがく

」

といいます。利用者
りようしゃ

負担
ふた ん

上限
じょうげん

月額
げつがく

は下記
か き

の表
ひょう

のとおりです。 

＜利用者
りようしゃ

負担
ふた ん

上限
じょうげん

月額
げつがく

＞ 

区
く

 分
ぶん

 対
たい

  象
しょう

 

利用者
りようしゃ

負担
ふた ん

上限
じょうげん

月額
げつがく

 

生活
せいかつ

保護
ほ ご

 生活
せいかつ

保護
ほ ご

世帯
せたい

 ０円
えん

（自己
じ こ

負担
ふた ん

なし） 

低所得
ていしょとく

１ 市民税
しみんぜい

非課税
ひ か ぜ い

世帯
せたい

で 障害者
しょうがいしゃ

又
また

は 障害児
しょうがいじ

の

保護者
ほ ご し ゃ

の年収
ねんしゅう

が80
８ ０

万円
まんえん

以下
い か

の者
もの

 

０円
えん

（自己
じ こ

負担
ふた ん

なし） 

低所得
ていしょとく

２ 市民税
しみんぜい

非課税
ひ か ぜ い

世帯
せたい

で低所得
ていしょとく

１に該当
がいとう

しない者
もの

 ０円
えん

（自己
じ こ

負担
ふた ん

なし） 

一い
っ 

般ぱ
ん 

障
害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ 

市民税
しみんぜい

課税
かぜい

世帯
せたい

で所得割
しょとくわり

16万円
まんえん

未満
みまん

の者
もの

 9,300円
えん

 

市民税
しみんぜい

課税
かぜい

世帯
せたい

で所得割
しょとくわり

16万円
まんえん

以上
いじょう

の者
もの

 37,200円
えん

 

障
害
児

し
ょ
う
が
い
じ 

市民税
しみんぜい

課税
かぜい

世帯
せたい

で所得割
しょとくわり

28万円
まんえん

未満
みまん

の者
もの

 4,600円
えん

 

市民税
しみんぜい

課税
かぜい

世帯
せたい

で所得割
しょとくわり

28万円
まんえん

以上
いじょう

の者
もの

 37,200円
えん

 

※この利用者
りようしゃ

負担
ふた ん

上限
じょうげん

月額
げつがく

は日中
にっちゅう

一時
いち じ

支援
しえ ん

事業
じぎょう

のほか、移動
いど う

支援
しえ ん

事業
じぎょう

の

利用者
りようしゃ

負担
ふた ん

について同様
どうよう

に適用
てきよう

されます。 
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○利用者
りようしゃ

負担
ふた ん

上限
じょうげん

月額
げつがく

は、下記
か き

のとおり認定
にんてい

されます。 

 利用者
りようしゃ

負担
ふた ん

上限
じょうげん

月額
げつがく

は、原則
げんそく

として年
ねん

に一度
いち ど

（誕生
たんじょう

日
び

の属する
ぞく    

月
つき

）、前年度
ぜんねんど

の収 入
しゅうにゅう

などにより認定
にんてい

を行うこととしています。 

 なお、収 入
しゅうにゅう

に著 し い
いちじる     

変化
へん か

があった場合
ばあ い

や、世帯員
せたいいん

の変更
へんこう

があった場合
ばあ い

に

ついては、利用者
りようしゃ

負担
ふた ん

上限
じょうげん

月額
げつがく

が変更
へんこう

となる場合
ばあ い

があります。世帯員
せたいいん

の転
てん

出 入
しゅつにゅう

、結婚
けっこん

、死亡
しぼ う

や生活
せいかつ

保護
ほ ご

の受給
じゅきゅう

開始
かい し

・廃止
はい し

などの変更
へんこう

があった場合
ばあ い

は、

お住まい
 す   

の区
く

の区
く

役所
やくしょ

にお問い合わせ
 と  あ   

ください。（13 ページに連絡先
れんらくさき

がありま

す）。 
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５．他
た

のサービスとの併給
へいきゅう

について 

 日中
にっちゅう

一時
いち じ

支援
しえ ん

事業
じぎょう

は、本人
ほんにん

の創作的
そうさくてき

活動
かつどう

等
とう

の機会
きか い

の提供
ていきょう

や、保護者
ほ ご し ゃ

不在
ふざ い

時
じ

ま

たは、保護者
ほ ご し ゃ

の休息
きゅうそく

のための一時的
いちじてき

な支援
しえ ん

を目的
もくてき

にしていることから、同一
どういつ

事業所
じぎょうしょ

における本体
ほんたい

事業
じぎょう

において実施
じっ し

する支援
しえ ん

内容
ないよう

を補てん
ほ   

するものではあり

ません。 

 そのため、サービスの利用
りよ う

にあたっては、次
つぎ

のページからの表
ひょう

のとおりサー

ビスの利用
りよ う

ができない場合
ばあ い

がありますので、ご注意
  ちゅうい

ください。 
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【本体
ほんたい

事業
じぎょう

が日中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

サービス等の場合
ばあ い

の日中
にっちゅう

一時
いち じ

支援
しえ ん

の利用
りよ う

について】 

本体
ほんたい

事業
じぎょう

 対象者
たいしょうしゃ

 
サービス 

の条件
じょうけん

 
考 え 方
かんが   かた

 

障

害

し
ょ
う
が
い

福
祉

ふ

く

し

サ
ー
ビ
ス
等と

う

事
業
所

じ
ぎ
ょ
う
し
ょ 

日

中

に
っ
ち
ゅ
う

活
動

か
つ
ど
う

系け
い

サ
ー
ビ
ス 

利用
りよう

対象者
たいしょうしゃ

 

受入
うけいれ

人数
にんずう

 
本体
ほんたい

施設
しせつ

の定員
ていいん

の範囲内
はんいない

で利用
りよう

でき

る。 

利用
りよう

日
び

 本体
ほんたい

施設
しせつ

の閉所
へいしょ

日
び

は利用
りよう

できない。 

 

契約
けいやく

 

利用者
りようしゃ

 

開所
かいしょ

時間内
じかんない

 

の扱い
あつか  

 

利用
りよう

できない。開所
かいしょ

時間内
じかんない

は本体
ほんたい

事業
じぎょう

の日中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

サービスの利用
りよう

として

取り扱う
と   あつか  

。 

 
開所
かいしょ

時間外
じかんがい

 

の扱い
あつか  

 

原則
げんそく

は利用
りよう

できない。ただし、日中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

サービス終了後
しゅうりょうご

の一時的
いちじてき

な

支援
しえん

として、開所
かいしょ

時間外
じかんがい

は日中
にっちゅう

一時
いちじ

支援
しえん

の利用
りよう

として取り扱う
と  あ つ か  

。なお、開所
かいしょ

時間前
じかんまえ

は、日中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

サービスの一
いち

部
ぶ

として取り扱う
と  あ つ か  

ため、日中
にっちゅう

一時
いちじ

支援
しえん

事業
じぎょう

は利用
りよう

できない。 

 
契約
けいやく

 

利用者
りようしゃ

 

以外
いがい

 

開所
かいしょ

時間内
じかんない

の扱い
あつか  

 

本体
ほんたい

施設
しせつ

の定員
ていいん

の範囲内
はんいない

であることを

条件
じょうけん

に日中
にっちゅう

一時
いちじ

支援
しえん

事業
じぎょう

の利用
りよう

がで

きる。 

 
開所
かいしょ

時間外
じかんがい

の扱い
あつか  

 

本体
ほんたい

施設
しせつ

の定員
ていいん

の範囲内
はんいない

であることを

条件
じょうけん

に日中
にっちゅう

一時
いちじ

支援
しえん

事業
じぎょう

の利用
りよう

がで

きる。 

短期
たんき

 

入所
にゅうしょ

 

短期
たんき

入所
にゅうしょ

 

利用者
りようしゃ

 
同日
どうじつ

の利用
りよう

 

同日
どうじつ

のサービス利用
りよう

はできない。 

（同日
どうじつ

の全て
すべて

のサービスを短期
たんき

入所
にゅうしょ

として取り扱う
と   あつか  

。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 すでに日中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

サービス（生活
せいかつ

介護
かいご

、療養
りょうよう

介護
かいご

、自立
じりつ

訓練
くんれん

、放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサー

ビスなど）で契約
けいやく

を結んで
むす    

いる事業所
じぎょうしょ

では、原則
げんそく

日中
にっちゅう

一時
いちじ

支援
しえん

事業
じぎょう

を利用
りよう

すること

ができません。 

 日中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

サービスの利用
りよう

で契約
けいやく

を結んで
むす    

いる事業所
じぎょうしょ

において、日中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

サー

ビスを利用
りよう

した日
ひ

の開所
かいしょ

時間外
じかんがい

も引き続き
ひ  つ づ  

利用
りよう

される場合
ばあい

については、その時間
じかん

のみ

日中
にっちゅう

一時
いちじ

支援
しえん

事業
じぎょう

の利用
りよう

として取り扱います
と  あ つ か    

。 
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【本体
ほんたい

事業
じぎょう

が地域
ちい き

活動
かつどう

支援
しえ ん

センターの場合
ばあ い

の日中
にっちゅう

一時
いち じ

支援
しえ ん

の利用
りよ う

について】 

 

本体
ほんたい

 

事業
じぎょう

 
対象者
たいしょうしゃ

 
サービス 

の条件
じょうけん

 
考え方
かんが かた

 

地
域

ち

い

き

活
動

か
つ
ど
う

支
援

し

え

ん

セ
ン
タ
ー 

利用
りよう

対象者
たいしょうしゃ

 利用
りよう

日
び

 閉所
へいしょ

日
び

は利用
りよう

できない。 

 

登録
とうろく

 

利用者
りようしゃ

 

開所
かいしょ

時間内
じかんない

 

の扱い
あつか  

 

利用
りよう

できない。開所
かいしょ

時間内
じかんない

は地域
ちいき

活動
かつどう

支援
しえん

センターの利用
りよう

として取り扱う
と  あ つ か  

。 

 
開所
かいしょ

時間外
じかんがい

 

の扱 い
あつか   

 

原則
げんそく

は利用
りよう

できない。ただし、地域
ちいき

活動
かつどう

支援
しえん

センター終了後
しゅうりょうご

の一時的
いちじてき

な支援
しえん

とし

て、開所
かいしょ

時間外
じかんがい

は日中
にっちゅう

一時
いちじ

支援
しえん

の利用
りよう

と

して取り扱う
と  あ つ か  

。なお、開所
かいしょ

時間前
じかんまえ

は、地域
ちいき

活動
かつどう

支援
しえん

センターの一部
いちぶ

として取り扱う
と  あ つ か  

ため、日中
にっちゅう

一時
いちじ

支援
しえん

事業
じぎょう

は利用
りよう

できない。 

 登録
とうろく

 

利用者
りようしゃ

 

以外
いがい

 

開所
かいしょ

時間内
じかんない

 

の扱い
あつか  

 

利用
りよう

できない。開所
かいしょ

時間内
じかんない

は地域
ちいき

活動
かつどう

支援
しえん

センターの利用
りよう

として取り扱う
と  あ つ か  

。 

 
開所
かいしょ

時間外
じかんがい

 

の扱い
あつか  

 

開所
かいしょ

時間外
じかんがい

の一時的
いちじてき

な預かり
あず    

として利用
りよう

できる。 

 

 

 

 

 

※全て
す べ

の日中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

サービス事業所
じぎょうしょ

等
とう

や地域
ちい き

活動
かつどう

支援
しえ ん

センターが日中
にっちゅう

一時
いち じ

支援
しえ ん

事業
じぎょう

を実施
じっ し

しているわけではありません。 

 日中
にっちゅう

一時
いち じ

支援
しえ ん

事業
じぎょう

を実施
じっ し

している事業所
じぎょうしょ

については、別途
べっ と

、お住まい
 す   

の区
く

の

区
く

役所
やくしょ

または障害者
しょうがいしゃ

支援
しえ ん

推進課
すいしんか

までお問い合わせ
 と  あ   

ください。 

 

 

 地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

センターの登録
とうろく

利用者
りようしゃ

でない方
かた

であっても、地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

センターの開所
かいしょ

時
じ

間中
かんちゅう

は日中
にっちゅう

一時
い ち じ

支援
し え ん

事業
じぎょう

としての利用
り よ う

はできません。 
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６．介護
か い ご

保険
ほ け ん

制度
せ い ど

との適用
てきよう

関係
かんけい

 

 介護
かい ご

保険
ほけ ん

制度
せい ど

におけるデイサービス等
とう

を優先
ゆうせん

するため、日中
にっちゅう

一時
いち じ

支援
しえ ん

事業
じぎょう

の

サービス利用
りよ う

は原則
げんそく

できません。ただし、障
しょう

がいの特性
とくせい

や希望
きぼ う

する支援
しえ ん

の内容
ないよう

、

事業所
じぎょうしょ

の提
てい

供
きょう

するサービス内容
ないよう

により支援
しえ ん

の必要性
ひつようせい

のある場合
ばあ い

はこの限り
かぎ  

で

はありません。 
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７．問い合わせ先
と    あ     さき

 

 

○日中
にっちゅう

一時
いち じ

支援
しえ ん

事業
じぎょう

の申請
しんせい

・相談
そうだん

について 

お住まい
 す   

の区
く

 担当課
たんとうか

 電話番号
でんわばんごう

 FAX
ファックス

番号
ばんごう

 

葵区
あおいく

 

葵
あおい

福祉
ふく し

事務所
じ む し ょ

 

障害者
しょうがいしゃ

支援課
し え ん か

 

２２１－１５８９ ２５４－６３２２ 

駿河
する が

区
く

 

駿河
する が

福祉
ふく し

事務所
じ む し ょ

 

障害者
しょうがいしゃ

支援課
し え ん か

 

２８７－８６９０ ２８７－８６６０ 

清水区
し み ず く

 

清水
しみ ず

福祉
ふく し

事務所
じ む し ょ

 

障害者
しょうがいしゃ

支援課
し え ん か

 

３５４－２１０６ ３５２－０３２３ 

清水
しみ ず

福祉
ふく し

事務所
じ む し ょ

 

蒲原
かんばら

出 張 所
しゅっちょうじょ

 

３８５－７７９０ ３８５－３１１０ 

 

○制度
せい ど

全般
ぜんぱん

について 

担当課
たんとうか

 電話番号
でんわばんごう

 FAX
ファックス

番号
ばんごう

 

保健
ほけ ん

福祉
ふく し

長 寿 局
ちょうじゅきょく

健康
けんこう

福祉部
ふ く し ぶ

 

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえ ん

推進課
すいしんか

 

２２１－１０９８ ２２１－１１０８ 

 


